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佐伯海産が開設した直売所「さいき海の市場○（まる）」。多くの地元業者が商品を出し合い、特産の
魚の干物や鮮魚、野菜などが所狭しと並ぶ。「先々代、先代が取引業者といい付き合いをしてくれたお
かげ」と三代目の西田善彦社長（佐伯市葛港で）

新
た
な
挑
戦
、
常
に

  

■
佐
伯
海
産
　
佐
伯
市
葛
港

　「
同
じ
事
業
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は
絶
対
に
な
い
し
、
古
い
と
こ

ろ
ほ
ど
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
て
生
き
続
け
て
い
る
。
そ
れ
が
老
舗
と

い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
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百
年
以
上
続
く
海
産
物
卸
問
屋
は
、
今
ま
さ
に
新
た
に
動
き

出
し
て
い
る
。
昨
年
十
月
、
佐
伯
港
に
臨
む
直
売
所
「
さ
い
き

海
の
市
場
○
（
ま
る
）」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
だ
。
海
産

物
を
は
じ
め
と
す
る
特
産
品
が
ず
ら
り
と
並
び
、
観
光
客
や
地

元
客
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

　
明
る
い
店
内
。
地
元
の
約
八
十
業
者
が
、
自
慢
の
商
品
を
競

う
よ
う
に
置
い
て
い
る
。「
三
代
に
わ
た
る
取
引
先
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
。
わ
た
し
だ
け
の
力
で
は
な
く
、
じ
い
さ
ん
や
お
や
じ

一俵袋のイリコを荷台いっぱいに積み込む佐伯海産の
オート三輪やトラック。昭和 20 年代の写真という
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が
い
い
付
き
合
い
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
」
と
三
代
目
社
長
の
西
田
善
彦

さ
ん
（
51
）。

　
創
業
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
。
佐
伯
湾
や
近
隣
の
港
か
ら
集

め
た
イ
リ
コ
、
チ
リ
メ
ン
、
丸
干
し
魚
を
、
九
州
は
も
ち
ろ
ん
瀬
戸
内
や

京
阪
神
方
面
に
運
ん
で
い
る
。「
海
」
の
字
を
丸
で
囲
ん
だ
〝
ま
る
か
い
〟

の
通
称
で
親
し
ま
れ
、「
関
西
で
、
佐
伯
の
〝
ま
る
か
い
〟
を
知
ら
な
い

海
産
物
屋
は
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

　
か
つ
て
は
旅
客
船
業
や
製
氷
業
を
手
掛
け
た
こ
と
も
。
現
在
は
海
産
物

の
ほ
か
、
養
殖
用
餌
料
の
卸
売
り
や
冷
蔵
倉
庫
業
も
営
ん
で
い
る
。

　「
時
代
に
適
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
時
代
を
見
通
し
て
先
取
り
し
な

い
と
駄
目
」
と
西
田
社
長
。
近
年
は
魚
の
水
揚
げ
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、「
も
う
大
き
な
船
で
魚
を
運
ん
で
売
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

た
」
と
考
え
て
い
る
。

　
直
売
所
の
新
設
は
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
変
化
や
高
速
道
路
の
開
通
を
に

ら
ん
だ
も
の
だ
。

　「
旧
態
依
然
で
は
企
業
は
続
か
な
い
。
全
部
が
当
た
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
一
生
懸
命
に
考
え
て
次
の
手
、
次
の
手
を
打
っ
て
い
か
な
い
と
」

と
奮
闘
す
る
経
営
者
。

　
新
た
な
息
吹
を
得
る
こ
と
で
、
老
舗
は
ま
た
走
り
続
け
る
。

佐
伯
支
社
・
小
林
大
輔
（
二
〇
〇
七
年
三
月
七
日
掲
載
）
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社
長
の
古
後
俊
彦
さ
ん
（
83
）
の
祖
父
六
郎
さ
ん
が
、
一
八
九
三
（
明

治
二
十
六
）
年
、
大
分
市
竹
町
に
本
屋
「
忠
文
堂
」
を
開
い
た
。
六
郎
さ

ん
の
早
世
後
、
妻
の
ユ
ミ
さ
ん
が
営
ん
で
い
た
仕
立
屋
だ
け
が
残
っ
た
。

　
人
々
の
服
装
が
和
装
か
ら
洋
装
に
切
り
替
わ
っ
た
時
代
。
洋
服
の
仕
立

て
が
は
や
り
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
は
、
十
人
以
上
の
縫
製

工
が
住
み
込
み
で
働
い
て
い
た
と
い
う
。
学
生
服
や
官
公
庁
の
制
服
は
、

創
業
時
か
ら
扱
っ
て
い
た
。

　
二
代
目
の
円
次
さ
ん
の
時
、戦
災
で
竹
町
の
店
が
焼
失
。
一
九
五
一
年
、

中
央
町
に
毛
糸
店
、
小
間
物
店
、
ド
レ
ス
店
、
木
工
所
と
共
同
で
、
木
造

二
階
の
複
合
商
業
施
設
「
た
か
ら
や
ス
ト
ア
」
を
建
て
た
。

　
四
代
目
と
し
て
店
を
切
り
盛
り
す
る
常
務
の
年
魚
子
（
あ
ゆ
こ
）
さ
ん

忠文堂など 5 店が集まって建てた「たからやストア」= 昭和 27（1952）年ごろ

一
針
一
針
心
込
め

  

■
忠
文
堂
／
大
分
市
中
央
町
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（
44
）
は
「
今
で
も
『
た
か
ら
や
さ
ん
』
と
呼
ぶ
人
が
い
ま
す
よ
。
昔
は

家
の
中
に
人
が
た
く
さ
ん
い
て
に
ぎ
や
か
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
高
度
経
済
成
長
や
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
受
注
が
増
え
、
六
七
年
に

は
市
内
庄
の
原
に
縫
製
工
場
を
移
設
。
四
十
人
も
の
縫
製
工
が
働
い
て
い

た
時
期
も
あ
る
。
現
在
は
二
十
歳
か
ら
六
十
七
歳
ま
で
、
十
二
人
の
職
人

が
い
る
。
工
場
内
に
は
「
一
針
一
針
心
を
込
め
て
」
と
書
か
れ
た
古
い
張

り
紙
が
あ
る
。
職
人
た
ち
は
、
自
分
が
縫
っ
た
服
を
着
る
人
に
会
う
こ
と

は
な
い
が
、
着
た
姿
を
想
像
し
な
が
ら
丁
寧
に
仕
立
て
て
い
く
。

　
中
央
町
の
店
舗
は
三
月
、
中
学
や
高
校
へ
の
進
学
を
控
え
た
子
ど
も
た

ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
二
月
か
ら
五
月
末
ま
で
が
学
生
服
受
注
の
最
盛

期
。親
子
三
代
で
忠
文
堂
の
学
生
服
を
着
る
と
い
う
家
族
も
少
な
く
な
い
。

　「
真
新
し
い
制
服
に
袖
を
通
す
お
客
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
ま

で
や
る
気
に
な
る
」
と
年
魚
子
さ
ん
。「
学
生
服
は
学
生
時
代
に
し
か
着
ら

れ
な
い
も
の
。
愛
着
を
持
っ
て
大
切
に
着
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
る
。

社
会
部
・
小
野
良
子
（
二
〇
〇
七
年
三
月
十
四
日
掲
載
）

「お客さまの笑顔を見るのが一番の喜び」と、学生服を見立てる古後年魚子常務
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城
下
町
を
見
守
る

  

■
内
藤
陶
器
店
／
竹
田
市
竹
田
町

商品の手入れをする内藤さん夫婦

　
古
い
商
家
が
並
ぶ
市
内
中
心
部
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
長
い
歴

史
を
持
つ
。
店
主
は
内
藤
昭
治
さ
ん
（
71
）。

　
祖
父
の
五
郎
さ
ん
が
陶
器
店
を
開
業
し
た
の
は
一
九
〇
六
年
だ

が
、
先
祖
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
約
三
百
年
、
城
下
町
と
と
も
に
歩
む

商
家
と
し
て
の
営
み
が
続
い
て
い
る
。

　
銀
行
員
だ
っ
た
父

仙
平
さ
ん
は
終
戦
を

前
に
し
た
一
九
四
四

年
に
戦
死
。
戦
中
戦

後
は
祖
母
と
母
が
店

を
守
っ
て
き
た
。
小

学
生
だ
っ
た
昭
治
さ

ん
も
母
と
一
緒
に
汽

車
で
大
分
市
ま
で
金

物
な
ど
を
買
い
付
け

に
行
っ
た
。

　「
長
男
で
体
も
大

き
か
っ
た
。
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い

に
荷
物
を
詰
め
て

帰
っ
て
き
た
。
戦
後
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は
金
物
が
な
く
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
」
と
い
う
。

　
最
盛
期
は
六
〇
年
代
。
お
祝
い
事
な
ど
が
あ
る
と
、
茶
わ
ん
や
皿
な
ど

が
数
十
個
単
位
で
売
れ
た
。
ギ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
は
「
食
事
を
取
る
時
間
も

な
か
っ
た
」
と
妻
の
ヤ
ヱ
子
さ
ん
（
65
）
と
振
り
返
る
。

　
昭
治
さ
ん
は
「
戦
後
は
周
囲
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
た
。
お
返
し
を
し古い商家が並ぶ市内中心部の中でも、ひときわ長い歴史を持つ内藤陶器店
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た
い
」
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
店
の
向
か
い
に
あ
る
空
き

店
舗
を
購
入
。「
厚
生
倉
」
と
名
付
け
、
資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
内
藤
家
の
ル
ー
ツ
は
安
芸
（
広
島
県
）
福
島
家
の
家
臣
。
福
島
家
が
改

易
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
一
六
一
六
年
ご
ろ
、
竹
田
市
に
移
り
、
三
代

目
が
「
金
屋
」
を
屋
号
に
商
人
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
そ
の
後
、
岡
藩
と

の
密
接
な
関
係
を
築
い
て
発
展
。
藩
の
備
蓄
米
を
管
理
し
た
が
、
そ
の
倉

庫
の
名
前
が
「
厚
生
倉
」
だ
っ
た
。

　
空
き
店
舗
解
消
に
一
役
買
う
と
と
も
に
、
ひ
な
祭
り
時
季
に
は
人
形
を

飾
り
、
観
光
客
が
足
を
止
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
以

前
に
比
べ
る
と
、
人
通
り
の
減
っ
た
商
店
街
。「
歴
史
あ
る
町
が
沈
滞
し

て
い
る
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
。
沈
ん
で
い
て
は
い
け
な
い
」。
頭
の
中

は
町
へ
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

竹
田
支
局
・
赤
坂
耕
（
二
〇
〇
七
年
三
月
二
十
一
日
掲
載
）

触
れ
合
い
大
切
に

  

■
東
屋
旅
館
／
由
布
市
湯
布
院
町
湯
平
温
泉

　
古
い
石
畳
に
沿
っ
て
旅
館
や
商
店
が
軒
を
連
ね
、
浴
衣
姿
の
観
光
客
が

浴
場
に
向
か
う
。湯
平
温
泉
に
は
、古
き
良
き
湯
治
場
の
風
情
が
今
も
残
っ

て
い
る
。

　
歴
史
あ
る
温
泉
街
の
中
で
も
指
折
り
の
老
舗
。
創
業
年
は
不
明
だ
が
、

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
発
行
の
旅
館
業
許
可
証
を
示
す
木
札
が
現
存

し
て
お
り
、
主
人
の
麻
生
耕
治
さ
ん
（
65
）
も
「
明
治
初
期
に
は
温
泉
宿

を
始
め
て
い
た
よ
う
で
す
」
と
話
す
。
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昭和初期ごろの東屋旅館。湯平温泉の名湯を求めて、多くの湯治客が連泊し、
廊下の手すりには手ぬぐいが並んでいたという

　
湯
平
温
泉
は
胃
腸
病
に
効
く
名
湯
と
し
て
昭
和
初
期
に
最
盛

期
を
迎
え
、
活
況
は
昭
和
三
十
年
代
ま
で
続
い
た
。
療
養
に
訪

れ
る
湯
治
客
の
多
く
は
一
週
間
か
ら
十
日
、
長
い
場
合
は
一
カ

月
以
上
も
連
泊
し
、
体
を
癒
や
し
た
。
長
期
の
滞
在
で
自
然
と

互
い
の
交
流
も
深
ま
り
、「
一
カ
月
も
た
て
ば
家
族
同
然
に
仲

良
く
な
っ
た
」
と
い
う
。「
廊
下
の
手
す
り
に
は
泊
ま
り
の
お

客
さ
ん
が
干
し
た
手
ぬ
ぐ
い
が
所
狭
し
と
並
ん
で
、
ひ
ら
ひ
ら

と
風
に
た
な
び
い
て
い
ま
し
た
」。
麻
生
さ
ん
は
、
活
気
に
満

ち
た
当
時
の
様
子
を
こ
う
語
る
。

　
だ
が
―
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
湯
治
目
的
の
長

期
宿
泊
は
減
り
、「
一
泊
二
日
」
が
主
流
に
。
宿
泊
客
と
の
人

間
的
な
触
れ
合
い
も
少
な
く
な
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
麻
生
さ
ん
は
旅
館
改
築
に
合
わ
せ
、
談
話
室
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に
い
ろ
り
を
設
け

た
。「
お
客
さ
ん
が

客
室
に
こ
も
ら
ず
、

和
気
あ
い
あ
い
と
会

話
を
楽
し
め
る
よ
う

に
」
と
の
心
遣
い
。

炭
火
を
囲
み
、
和
や

か
に
過
ご
せ
る
雰
囲

気
は
宿
泊
客
に
も
好

評
だ
。「
宿
泊
客
の

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し

て
い
る
が
、
そ
う
し

た
人
と
人
と
の
触
れ

合
い
は
昔
も
今
も
変

わ
ら
な
い
ん
で
す
」

　
温
泉
街
で
は
現

在
、
湯
平
に
活
気
を

取
り
戻
そ
う
と
、
温
泉
資
源
や
趣
あ
る
街
並
み
を
活
用
し
た

地
域
お
こ
し
が
進
ん
で
い
る
が
、
麻
生
さ
ん
は
「
大
事
な
こ

と
は
、
湯
平
が
湯
平
で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
と
言
う
。「
自

然
の
恩
恵
で
あ
る
温
泉
に
感
謝
し
、
石
畳
な
ど
の
景
観
を
守

り
、
湯
平
温
泉
を
後
世
に
つ
な
げ
た
い
」。
老
舗
の
誇
り
と

地
域
へ
の
愛
着
を
礎
に
、
東
屋
旅
館
は
こ
れ
か
ら
も
歴
史
を

重
ね
て
い
く
。

由
布
支
局
・
百
崎
浩
嗣
（
二
〇
〇
七
年
三
月
二
十
八
日
掲
載
）

いろりは談話室と、江戸時代の米蔵を改装した「離
れ」にも設けている
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ⓒ 大分合同新聞社

●デジタル版「老舗の風景」について
　「老舗の風景」は、大分合同新聞社が 2005 年 4
月から翌 2007 年 3 月まで、同紙夕刊に掲載した連
載記事。今回、デジタルブックとして再構成し、公
開する。登場人物の年齢をはじめ文中の記述内容は、
新聞連載時のもの。
2009 年 11 月 20 日　  　　　      NAN-NAN 事務局

http://www.beppu-u.ac.jp/
http://www.nan-nan.jp/
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